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　交流は 2015 年 6 月 28 日の 13 時から 15 時、
社大福祉フォーラム 2015 自主企画内で行われ
た。場所は日本社会事業大学清瀬キャンパスの











（１）進め方の説明 (15 分 )
（２）自己紹介 (10 分 )
（３）事例の説明 (15 分 )
（４）個人での検討 (15 分 )
（５）グループでの検討（40 分）
（６）全体での共有 (15 分 )
（７）まとめ (10 分 )
　各分野の事例は配布資料と口頭で説明を行っ
た。各教室の当日の配布資料をそのまま添付した


























　プログラム参加者は学部 1 年生が 2 人、2 年生




















































　プログラム参加者は学部 1 年生が 5 人、2 年



















































































































































































































  無回答 1

















参加者が合わせて 14 人いたのに対して、問 5 の
企画の満足度についての項目では「大いに満足」
に回答した参加者が 13 人「やや満足」に回答し





学部 1 年生と 2 年生が多かったことと、学部 1・
2 年生にはまだなじみのない、事例を用いた学習
であったためと考えられる。しかし満足度の高さ
や自由回答で今後の学習への意気込みを含んだ意
見があったということを見ると、自分のレベルよ
り難しい課題に取り組んだからこそ、自分のレベ
ルとのギャップに気づけたということがいえる。
　また、問 3 の実際の支援のイメージを以前よ
り明確にできたかどうかという設問に 12 人の参
加者が「できた」と回答した。円グラフ化して百
分率で表したところ、これは全体の 67％にあた
るものであった。参加者の多くが、今回の企画で
得られた自分の意識の変化について自覚的である
ことがわかった。
　アンケートの自由回答でも「また同じような機
会を作ってほしい」という意見があり、今回の交
流に対して前向きな意見が多く見られた。
６．総括
　今回このような現場で活動されている卒業生と
交流できる機会を設けて、学生は自分自身のイ
メージと現場の方の話のギャップを実感すること
ができたと考える。参加者ひとりひとりが自分の
持っていた現実のイメージとはどんなものなのか
知り、卒業生からの話や他の学生の意見を聞き、
新たな視点や価値観を得ることができた。また、
ご協力いただいた卒業生の方々からも、今回のプ
ログラムについて今の学生の考えていることを知
ることができて新鮮であった等の肯定的な感想を
いただいた。非常に有意義な時間を過ごしていた
だけたのではないかと思われる。
　また今回の交流およびケーススタディを通し
て、学生が自分たちの力で学習の場を作り、自分
たちの力で新たな気づきを得ることの重要さにも
注目するべきであると考える。それを絶やさず継
続していくことも大切だろう。今後も自発的な学
習のための機会作りに努めていきたい。
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